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次回のAPMF2019は日本で開催

　

山
崎
敬
則

東
京
電
機
大
学

今
年
で　

回
目

13

　

ア
ジ
ア
―
環
太
平
洋
質

量
・
力
・
ト
ル
ク
計
測
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（A

P
M
F
:

A
sia-P

acific
S
y
m
p
o

siu
m
o
n
M
e
asu
re
m

e
n
t
o
f
M
ass,

F
o
rce

an
d
T
orqu

e
）
は
、
1
9

9
2
年
に
中
国
計
量
科
学
研

究
院W

an
g
L
iji

副
院
長

と
大
阪
工
業
大
学
前
田
親
良

教
授
と
の
日
中
間
の
友
情
か

ら
始
ま
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
あ
り
、
そ
の
後
、
韓
国
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
加
わ
る

な
ど
、
今
回
が　

回
目
の
開

13

催
と
な
る
歴
史
あ
る
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
現
在

は
、
計
測
自
動
制
御
学
会
計

測
部
門
力
学
量
計
測
部
会
が

窓
口
と
な
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル

な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

研
究
・
技
術
開
発

の
成
果
を
交
流

　

A
P
M
F
の
目
的
は
、力
・

質
量
・
ト
ル
ク
計
測
に
関
す

る
先
端
的
な
研
究
や
応
用
分

野
の
技
術
的
開
発
に
関
す
る

成
果
を
広
め
る
と
と
も
に
、

近
隣
諸
国
の
研
究
者
・
技
術

者
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
各
領
域
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
に
あ
る
。

2
0
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7
年　
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日
か
ら
4
日

19
間
、タ
イ
の
ク
ラ
ビ

で
開
催

　

今
大
会
は
2
0
1
7
年　
11

月　

日
か
ら
4
日
間
の
日
程

19
で
タ
イ
の
ク
ラ
ビ
で
開
催
さ

れ
た
。

　

ク
ラ
ビ
は
、
タ
イ
の
首
都

バ
ン
コ
ク
か
ら
1
5
0　

ほ
km

ど
南
に
位
置
す
る
非
常
に
景

観
の
良
い
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ

る
。　

月
に
も
か
か
わ
ら
ず

11

気
温
は　

度
前
後
あ
り
、

30

ス
ー
ツ
姿
で
は
暑
い
気
候
で

あ
っ
た
。
バ
ン
コ
ク
か
ら
ク

ラ
ビ
行
き
の
国
内
線
に
乗
り

込
む
と
、
ほ
と
ん
ど
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
乗
客
で
、
ク

ラ
ビ
が
厳
冬
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
避
寒
地
と
し
て
人
気
が
高

い
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
た
。

講
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件
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大
会
に
お
け
る
講
演
件
数

は　

件
（O

ral32,
P
os

50

ter
32

）
で
あ
り
、
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

基
調
講
演
に
は
、
国
際
度

量
衡
局
（
B
I
P
M
）
のM

ich
aelS

tock

氏
「R

ea

lization
an
d
dissem

i

n
atio
n
o
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th
e
k
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g
r
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afte
r
its
p
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n
e

d
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ition

」、
イ
タ

リ
ア
計
量
研
究
所
（
I
N
R

I
M
）のA

lessan
dro
G

erm
ak

氏
「T

h
e
effec

t
of
th
e
red
efin
ition

o
f
th
e
k
ilo
g
ram

o
n
i

ts
p
resen

t
related

q

u
an
tities

」、タ
イ
標
準
研

究
所
（
N
I
M
T
）
のT

w

at
C
h
an
g
p
an

氏
「H

is

to
ry
o
f
M
e
ch
an
ical

M
e
tro
lo
g
y
D
e
p
a
rt

m
e
n
t
o
f
N
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n
alIn
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te
o
f
M
e
tro
lo
g

y

」
の
3
名
が
招
か
れ
た
。

日
本
か
ら　

名
が

18

参
加

　

参
加
国
は
、
タ
イ
、
中
国
、

韓
国
、
台
湾
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
欧
州
各
国
な
ど　

カ
16

国
／
地
域
、
参
加
者
は　

名
74

で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
は
、

創
設
者
の
前
田
親
良
先
生
、

産
業
技
術
総
合
研
究
所
（
産

総
研
）
の
小
畠
時
彦
氏
、

エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ
の
長

根
氏
を
始
め　

名
の
参
加
が

18

あ
り
、
国
別
で
最
多
と
な
り

大
会
に
貢
献
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
閉
会
式
に
お
い
て
若
手

研
究
者
の
表
彰
が
あ
り
、
日

本
で
は
、
飯
泉
英
昭
氏
（
産

総
研
）、
坂
本
亮
賢
氏
（
電
機

大
院
）、
佐
藤
貴
人
氏
（
電
機

大
院
）、
田
崎
良
佑
氏
（
豊
橋

技
大
）、山
川
雄
司
氏（
東
大
）

が
栄
誉
に
浴
し
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
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ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー

も
実
施

　

会
期
中
は
、
ウ
ェ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
、バ
ン
ケ
ッ
ト
、

テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
と
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
っ

た
。
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
で

は
ク
ラ
ビ
発
電
所
を
訪
れ
た

が
、
日
本
の
日
立
プ
ラ
ン
ト

建
設
が
施
工
に
携
わ
っ
た
と

聞
き
、
日
本
の
技
術
者
の
活

躍
を
垣
間
見
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
。
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ

ア
ー
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
ク

ラ
ビ
名
物
の
島
巡
り
（
ア
イ

ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ
ン
グ
）
で
は

澄
み
渡
っ
た
海
を
眺
め
、
夕

刻
か
ら
は
シ
ー
フ
ー
ド
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を

打
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

領
域
を
拡
大

　

今
大
会
の
特
筆
す
べ
き
点

と
し
て
、
A
P
M
F
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
A
P

M
F
の
名
称
を
国
際
プ
ロ
グ

ラ
ム
委
員
会
でA

sia
P
ac

ific
M
easu

rem
en
t
F

oru
m
on
M
ech
an
ica

lQ
u
an
titie

s

に
変
更
す

る
議
決
を
し
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
領
域
が
、圧
力
、

真
空
、
硬
さ
、
振
動
な
ど
の

分
野
に
も
拡
大
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
議
決
に
関
し

て
は
、
産
総
研
の
大
串
浩
司

氏
が
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員

長
のD
a
e
Im
K
a
n
g

氏

（
K
R
I
S
S
）
に
働
き
か

け
る
な
ど
大
変
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
を
付
記
す
る
。

2
0
1
9
年
の
日

本
開
催
が
決
定

　

さ
ら
に
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

委
員
会
に
お
い
て
、
次
回
2

0
1
9
年
の
開
催
国
が
日
本

に
決
定
さ
れ
た
。
力
学
量
計

測
部
会
で
は
、
早
速
、
国
内

組
織
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で

す
。協

力
者
を
募
集

　

な
お
、産
官
学
を
問
わ
ず
、

A
P
M
F
2
0
1
9
日
本
開

催
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご

賛
同
く
だ
さ
る
場
合
は
、
西

野
敦
洋
氏（
産
総
研
：apm

f2
0
1
9
-m
l@
aist.g

o
.j

p

）
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。


